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ら9／10 m mに細くしたA M L p l u sとして使用
されている．今回我々は，抜去困難であった







年11月に当科で右人工股関節再置換術（c u p 















腿骨ステムと臼蓋カップにゆるみはなくb o n e 




































　T H A後のステム破損頻度に関してD a v i d
らは0.27%であると報告している．その中で
もステムネックでの破損頻度は0.03%と低い1）．
A M L p l u sステムのネック破損頻度は32000例
で0.09%とやや高頻度となっている．その中
で約70％が28mm＋6mm head 使用時であった．


























A M L p l u sステム使用時には明確な体重制限の
記載はないが，本症例のような高度肥満の症例
ではインプラント破損の可能性があると考えら
れる． A M L p l u sステム抜去の問題点として，




になったことが挙げられる．M o d u l o u s s t e m 





1 ．抜去困難であったAML p lu sネック破損の
1例を経験した
2．日本人用に開発されたAML p lu sステムの
ネックデザインがネック破損に関係している
と推察される
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図 6　抜去したインプラント
　ステム周囲，特に外側部分に皮質骨が強固に固着していた．ライナーとカップの上方に破損を認めた．
